
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和４年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

2

論証したり学術的な学習の基礎を学んだりする
ために必要な語句の量を増し、文章の中で使う
ことをとおして、語感を磨き語彙を豊かにして
いる。

「読むこと」において、文章の内容や構成、論
理の展開などを的確にとらえ、論点を明確にし
ながら要旨を把握している。

新編　論理国語　大修館書店

国語

論理的、批判的に考える力を伸ばすとともに、創造的に考える力を養い、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

4

具体と抽象の関係を意識しながら、
筆者の主張を読み取る。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

【知識・技能】
・具体と抽象を示す語句や表現を理解し、文章
を読む中で具体と抽象の関係をとらえる助けと
している。［(1)イ］
・情報を重要度や抽象度などによって階層化し
て整理する方法について理解を深めている。
［(2)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、具体と抽象の関係に
注目し、内容や構成、論理の展開などを的確に
とらえ、論点を明確にしながら要旨を把握して
いる。［Ｂ(1)ア］
【主体的に学習に取り組む態度】
・具体と抽象の関係を的確にとらえながら、筆
者の主張を読み取ろうとしている。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○○ ○

○

○

１
学
期

「論理的な人」とはどういう人か・
「論理」についての筆者の考えを読
み取る。
・筆者の主張をふまえ、これからの
学習に興味をもつ。

「論理的な人」とはどういう人か

突然変異と進化の関係

○

○

・具体例の役割を意識して本文を読
み、論理の展開をとらえる。
・文章の構成や接続表現に注目しな
がら、筆者の主張を読み取る。

・具体例の働きを的確にとらえ、具
体と抽象の関係についての理解を深
める。
・文章の構成や展開のしかたに注目
しながら、筆者の主張を読み取る。

記号的メディアと物理的メディア

〇

○ ○

○

〇

【知識・技能】
・具体と抽象を示す語句や表現を理解し、文章
を読む中で具体と抽象の関係をとらえる助けと
している。［(1)イ］
・情報を重要度や抽象度などによって階層化し
て整理する方法について理解を深めている。
［(2)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、具体と抽象の関係に
注目し、内容や構成、論理の展開などを的確に
とらえ、論点を明確にしながら要旨を把握して
いる。［Ｂ(1)ア］
【主体的に学習に取り組む態度】
・メディアについての筆者の考えを読み取るこ
とに興味をもち、具体と抽象の関係をとらえよ
うとしている。

○○

○ ○ 4

ウサギの耳はなぜ長い？

（　6組：及川　　）

【学びに向かう力、人間性等】

論理についての筆者の考えを読み取ることに興
味をもち、論理的に考える力を伸ばそうとして
いる。

論理国語

配当
時数

（　1組：須田　　）

【 知　識　及　び　技　能 】実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。

国語 論理国語 2

（　2組：及川　　）（　3組：山本　　　　）（　4組：田淵　　）（　5組：及川　　）

態

論理国語国語

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりす
るために必要な語句の量を増し、文章の中で使
うことをとおして、語感を磨き語彙を豊かにし
ている。［(1)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の内容や構成、
論理の展開などを的確にとらえ、論点を明確に
しながら要旨を把握している。［Ｂ(1)ア］
【主体的に学習に取り組む態度】
・論理についての筆者の考えを読み取ることに
興味をもち、論理的に考える力を伸ばそうとし
ている。

○ ○ ○

領域
評価規準 知

○

○ ○

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりす
るために必要な語句の量を増し、文章の中で使
うことをとおして、語感を磨き語彙を豊かにし
ている。［(1)イ］
・情報を重要度や抽象度などによって階層化し
て整理する方法について理解を深めている。
［(2)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえ
て、内容や構成、論理の展開などを的確にとら
え、論点を明確にしながら要旨を把握してい
る。［Ｂ(1)ア］
【主体的に学習に取り組む態度】
・共進化についての筆者の考えを読み取ること
に興味をもち、具体と抽象の関係をとらえよう
としている。

○

○

○ ○

2

4

○

○

【知識・技能】
・対比を示す語句や表現を理解し、文章を読む
中で対比の関係をとらえる助けとしている。
［(1)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、対比の関係に注目
し、内容や構成、論理の展開などを的確にとら
え、論点を明確にしながら要旨を把握してい
る。[Ｂ(1)ア]
【主体的に学習に取り組む態度】
・対比の関係を的確にとらえながら、筆者の考
えを読み取ろうとしている。

・具体と抽象の関係を意識しなが
ら、筆者の主張を読み取る。

米の種類と食文化



２
学
期

・対比の関係を意識しながら読み、
論理の展開を的確にとらえる。
・文章の構成や展開のしかたに注目
しながら、筆者の主張を読み取る。

デジタル地図から見える世界

○

○

○

○

○

○

１
学
期

○

・主張と根拠の関係を意識して本文
を読み、論理の展開をとらえる。
・文章の構成や論理の展開に注意し
ながら、要旨を把握する。

人工の自然―科学技術時代の今を生
きるために

【知識・技能】
・対比を示す語句、接続表現に注目しながら文
章を読み、対比関係や論理展開をとらえる助け
としている。［(1)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、対比の関係に注目
し、内容や構成、論理の展開などを的確にとら
え、論点を明確にしながら要旨を把握してい
る。[Ｂ(1)ア]
【主体的に学習に取り組む態度】
・デジタル地図についての筆者の考えを読み取
ることに興味をもち、対比の関係をとらえよう
としている。

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりす
るために必要な語句の量を増し、文章の中で使
うことをとおして、語感を磨き語彙を豊かにし
ている。［(1)イ］
・主張とその前提や反証など情報と情報との関
係について理解を深めている。［(2)ア］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえ
て、内容や構成、論理の展開などを的確にとら
え、論点を明確にしながら要旨を把握してい
る。[Ｂ(1)ア]
【主体的に学習に取り組む態度】
・科学技術についての筆者の考えを読み取るこ
とに興味をもち、主張と根拠の関係をとらえよ
うとしている。

○ ○

・対比の役割を意識して本文を読
み、論理の展開をとらえる。
・文章の構成や接続表現に注目しな
がら、筆者の主張を読み取る。

対話の精神

○ ○

○

○

○

○

○

4

○ ○ ○

○ ○ ○

○

4

○ ○ 1

4

2○

6

【知識・技能】
・対比を示す語句や表現を理解し、文章を読む
中で対比の関係をとらえる助けとしている。
［(1)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、対比の関係に注目
し、内容や構成、論理の展開などを的確にとら
え、論点を明確にしながら要旨を把握してい
る。[Ｂ(1)ア]
【主体的に学習に取り組む態度】
・対比の関係を的確にとらえながら、筆者の考
えを読み取ろうとしている。

【知識・技能】
・対比を示す語句、接続表現に注目しながら文
章を読み、対比関係や論理展開をとらえる助け
としている。［(1)イ］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、対比の関係に注目
し、内容や構成、論理の展開などを的確にとら
え、論点を明確しながら要旨を把握している。
[Ｂ(1)ア]
【主体的に学習に取り組む態度】
・コミュニケーションについての筆者の考えを
読み取ることに興味をもち、対比の関係をとら
えようとしている。

・具体と抽象の関係を意識しなが
ら、筆者の主張を読み取る。

米の種類と食文化

・文章と統計資料の関係について考
えを深める。

文章と資料を関連づけて読む

○ ○ ○

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりす
るために必要な語句の量を増し、文章の中で使
うことをとおして、語感を磨き語彙を豊かにし
ている。［(1)イ]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章と資料との関係
を把握し、内容や構成を的確にとらえている。
[Ｂ(1)イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に学習に取り組み、文章と資料の関係
について理解を深めようとしている。

○

・筆者の主張と、それを支える根拠
の役割を的確にとらえる。
・文章の構成や論理の展開に注意し
ながら、要旨を把握する。

「考える葦」であり続ける

○ ○ ○

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりす
るために必要な語句の量を増し、文章の中で使
うことをとおして、語感を磨き語彙を豊かにし
ている。［(1)イ］
・主張とその前提や反証など情報と情報との関
係について理解を深めている。［(2)ア］
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえ
て、内容や構成、論理の展開などを的確にとら
え、論点を明確にしながら要旨を把握してい
る。[Ｂ(1)ア]
・「読むこと」において、主張を支える根拠や
結論を導く論拠を批判的に検討し、文章や資料
の妥当性や信頼性を吟味して内容を解釈してい
る。[Ｂ(1)ウ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・デジタル社会についての筆者の考えを読み取
ることに興味をもち、主張と根拠の関係をとら
えようとしている。

○ ○ ○



○

【知識・技能】
・小論文における、文や文章の効果的な組み立
て方や接続のしかたについて理解を深めてい
る。［(1)ウ]
・小論文における、効果的な段落の構造や論の
形式など、文章の構成や展開のしかたについて
理解を深めている。［(1)エ]
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、多面的・多角的な視
点から自分の考えを見直したり、根拠や論拠の
吟味を重ねたりして、主張を明確にし、構成を
考えながら書いている。[Ａ(1)エ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・小論文を書くことに興味をもち、説得力のあ
る文章を書くための適切な構成のしかたを理解
しようとしている。

○ ○ ○ 1

・反論を想定し、説得力のある小論
文を書く。

反論を想定して書こう

○ ○ ○

【知識・技能】
・小論文における、文や文章の効果的な組み立
て方や接続のしかたについて理解を深めてい
る。［(1)ウ]
・小論文における、効果的な段落の構造や論の
形式など、文章の構成や展開のしかたについて
理解を深めている。［(1)エ]
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、立場の異なる読み手
を説得するために、批判的に読まれることを想
定して根拠を考え、効果的な文章の構成や論理
の展開を工夫し、説得力のある文章を書いてい
る。[Ａ(1)ウ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・小論文を書くことに興味をもち、反論やその
根拠を想定して、自分の主張を展開しようとし
ている。

○ ○ ○ 1

・基本的な小論文の型を理解する。 構成を考えて書こう

３
学
期

○ ○ ○

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりす
るために必要な語句の量を増し、文章の中で使
うことをとおして、語感を磨き語彙を豊かにし
ている。［(1)イ]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえ
て、資料との関係を把握し、内容や構成を的確
にとらえている。[Ｂ(1)イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・海外旅行離れについての筆者の考えを読み取
ることに興味をもち、文章と資料の関係をとら
えようとしている。

○○○

○ ○

6

○ ○ 1

4

・文章と統計資料の関係を的確に読
み取る。
・データのまとめ方によって、主張
が変わることを理解する。

若者の「海外旅行離れ」は本当か？
若者の「海外旅行離れ」は本当か？

・推敲の観点を知り、文章を改善す
る。

文章を磨き上げよう

○ ○ ○

【知識・技能】
・小論文における、文や文章の効果的な組み立
て方や接続のしかたや文章を推敲する上での観
点について理解を深めている。［(1)ウ］
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、文章を推敲して、
個々の文の表現のしかたや段落の構造を吟味す
るなど、文章全体の論理の明晰さを確かめ、自
分の主張が的確に伝わる文章になるよう工夫し
ている。[Ａ(1)オ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・文章を推敲する学習をとおして、自分の主張
が的確に伝わる文章になるよう工夫しようとし
ている。

○ ○ ○ 1

・文章と統計資料の関係について考
えを深める。

文章と資料を関連づけて読む

○ ○ ○

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりす
るために必要な語句の量を増し、文章の中で使
うことをとおして、語感を磨き語彙を豊かにし
ている。［(1)イ]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章と資料との関係
を把握し、内容や構成を的確にとらえている。
[Ｂ(1)イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に学習に取り組み、文章と資料の関係
について理解を深めようとしている。

○

・さまざまな統計資料を本文と関連
づけながら読む。
・統計資料と筆者の主張の関係を的
確にとらえる。

量の時代から質の時代へ

○ ○ ○

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりす
るために必要な語句の量を増し、文章の中で使
うことをとおして、語感を磨き語彙を豊かにし
ている。［(1)イ]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章と資料との関係
を把握し、内容や構成を的確にとらえている。
[Ｂ(1)イ］
【主体的に学習に取り組む態度】
・消費意識についての筆者の考えを読み取るこ
とに興味をもち、文章と資料の関係をとらえよ
うとしている。 ○ ○ ○



62

３
学
期

・異なる立場の文章を比べて読み、
考えを深める。
・具体例の役割や根拠に注意しなが
ら筆者の主張を読み取る。

情報化と紙の本のゆくえ

○ ○ ○

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりす
るために必要な語句の量を増し、文章の中で使
うことをとおして、語感を磨き語彙を豊かにし
ている。[(1)イ]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、主張を支える根拠や
結論を導く論拠を批判的に検討し、文章や資料
の妥当性や信頼性を吟味して内容を解釈してい
る。[Ｂ(1)ウ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・情報を的確に比較・整理しながら、情報化社
会についての筆者の考えを読み取ろうとしてい
る。

○ ○○

6

合計

2

・異なる立場の文章を比べて読み、
考えを深める。
・対比の役割を意識して本文を読
み、論理の展開をとらえる。

紙の本はなくならない

○ ○ ○

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりす
るために必要な語句の量を増し、文章の中で使
うことをとおして、語感を磨き語彙を豊かにし
ている。[(1)イ]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、主張を支える根拠や
結論を導く論拠を批判的に検討し、文章や資料
の妥当性や信頼性を吟味して内容を解釈してい
る。[Ｂ(1)ウ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・情報を的確に比較・整理しながら、紙の本に
ついての筆者の考えを読み取ろうとしている。

○ ○ ○ 6

・情報を比較・整理しながら、異な
る立場の主張を読み取る。

「言葉の揺れ」を認めるか

○ ○ ○

【知識・技能】
・情報を重要度や抽象度などによって階層化し
て整理する方法について理解を深めている。
[(2)イ]
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、複数の文章の内容を
比較・整理しながら検討し、文章や資料の妥当
性や信頼性を吟味して内容を解釈している。
[Ｂ(1)ウ]
【主体的に学習に取り組む態度】
・情報を的確に比較・整理しながら、筆者の考
えを読み取ろうとしている。

○ ○ ○


